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News Release 

2026年 10月 19日 

リコージャパン、IPA「サイバーセキュリティお助け隊サービス（新類型）」実証

事業に採択 

～SCS評価制度における★の取得支援モデルの確立に向け、AIを活用～ 

リコージャパン株式会社（社長執行役員：笠井 徹、以下 リコージャパン）はこの度、独立行政法人情

報処理推進機構（以下、IPA）が実施する「サイバーセキュリティお助け隊サービス（新類型）」実証事業

（以下 本実証）の実証事業者に採択されました。 

全国の中堅・中小企業を対象とした「サプライチェーン強化に向けたセキュリティ対策評価制度」（以下、

SCS 評価制度）への対応と★*1 の取得支援を通じて、サービス内容、提供プロセス、サポート体制および

価格体系を検証し、有効な支援モデルの確立に取り組みます。 

背景 

近年、取引先や委託先を起点としたサイバー攻撃が増加し、サプライチェーン全体でセキュリティ対策

を強化することが求められています。経済産業省および内閣官房国家サイバー統括室は、企業に求めら

れるセキュリティ対策を示し、その実施状況を共通の基準で可視化する SCS評価制度の構築を進めてい

ます。 

一方で、中堅・中小企業においてはセキュリティに関する専門人材や経営資源が不足しており、要求

事項の理解、自社の現状把握、セキュリティ対策の選定、導入後の継続的な運用などの、SCS 評価制度

への対応に苦慮するケースが散見されます。 

SCS 評価制度の制度運営を担う IPA は、こうした中堅・中小企業の課題に対応するため、SCS 評価制

度の普及・促進に向けて、★*1を取得する際の課題解決に向けた新たな支援制度の確立を目指し、2026

年 9月*2より本実証を開始しました。 
*1 SCS評価制度では、企業のセキュリティ対策の段階を★3・★4（★5 は今後検討）に区分する。
*2 IPA では 2021 年度より「サイバーセキュリティお助け隊サービス」制度 の運用を実施。SCS 評価制度の普及に向け

て 2026 年 9月より「サイバーセキュリティお助け隊サービス（新類型）」の実証事業を開始。 

本実証によるリコージャパンの支援内容 

リコージャパンは IPA の公募によって選定された 15 の実証事業者のうちの 1 つとして、★3 取得に有

効な支援モデルの確立に向けた実証のため、以下のサービスを提供します。 

 セキュリティ対策状況と制度要件との差異の可視化による、アセスメントと分析への伴走

 分析結果をもとにした、優先的に取り組む課題と実施計画の整理

 技術的対応の提案・導入（エンドポイント対策、IT 資産管理などのソリューションの提案・導入など）

 組織的対策の提案・支援（セキュリティ管理規程の整備、従業員教育、相談窓口の提供など）

特に従来、専門的な知見を必要としていたアセスメントや分析、組織的対応の支援などに AI を活用し

ます。これにより、専門コンサルタントへの依存を抑えた支援の効果と課題を検証します。 
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サービス全体像（イメージ図） 

 

今後の展望 

本実証を通じて、対応する企業の運用負荷、対策の効果、支援サービスの内容および価格など、支援

モデルの実効性を検証します。 

中堅・中小企業の★の取得支援に AI を活用することで、現状把握から対策の実装、運用、継続的な

改善までの一貫した支援を、地域を問わず提供できるサービスモデルの確立を目指します。 

今後も、お客様のセキュリティ対策を支援し、サプライチェーン全体の信頼性向上と持続可能な事業

活動に貢献してまいります。 

 

■関連情報 

IPA「サイバーセキュリティお助け隊サービス（新類型）」実証事業（IPA公式サイト） 

リコージャパン、SCS評価制度対応を“実装・運用”まで支援、中堅・中小企業向けに全国展開へ

（リコージャパン株式会社、4/22プレスリリース） 

リコージャパン、SecureNavi と協業し、SCS 評価制度対応支援プラットフォーム「StarQuest 

for RICOH」を提供開始（リコージャパン株式会社、6/9プレスリリース） 
 

※社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。 

 

| リコーグループについて | 

リコーグループは、世界約200の国・地域で、AIをはじめとする先進テクノロジーと、長年培ってきたプリンティン

グ領域の強みを基盤に、ワークプレイスにおける業務変革を支援するサービス・ソリューションを提供していま

す。また、商用・産業印刷事業や、インクジェット技術を応用した新たなソリューションの展開を通じて、お客様の

価値創出を支えています（2026年3月期グループ連結売上高2兆6,083億円）。 

“はたらく”に歓びを 創業以来90年にわたり、お客様の“はたらく”に寄り添ってきた私たちは、これからもリーデ

ィングカンパニーとして、“はたらく”の未来を想像し、ワークプレイスの変革を通じて、人ならではの創造力の発

揮を支え、さらには持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

詳しい情報は、こちらをご覧ください。 
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